
SSS23-P05 会場:3階ポスター会場 時間:5月 1日 18:15-19:30

IT強震計による建物震動観測―東京大学安田講堂における観測―
The earthquake vibration observation of the Yasuda auditorium using the IT Kyoshin
seismometer
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大地震による災害を軽減する為には，小さな地震のときに私たちの住宅や会社，学校など，身近な場所の揺れを調べ
てその弱点を探り，効果的な耐震対策をすることが有効と思われる．IT 強震計は，このような目的で，利用者自身が設
置して利用する新しいタイプの強震計として考案された (鷹野他 2004)．
　この IT 強震計を使用して，東京大学のいくつかの建物の振動観測を 2006年より継続している．
　安田講堂の改修工事が行われることとなり，工事の効果を確認するため，IT強震計を設置して観測を行うことになっ

た．
　安価な標準的な IT 強震計に加え，微動計としても使用する高性能なセンサも併用して観測を行った．
　現在，工事前の観測を終え，データを分析しており，その報告を行う．
　工事が完了した後に，再び IT 強震計を設置して，比較を行う予定である．
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